
　

本
論
文
は
、
課
程
博
士
候
補
論
文
を
構
成
す
る
論
文
の
一
部
と
し
て
、
以
下
の
審
査
委
員

に
よ
り
審
査
を
受
け
た
。

　

審
査
委
員
：
難
波
博
孝
（
主
任
指
導
教
員
）、
松
本
仁
志
、
山
元
隆
春
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戦
後
大
村
は
ま
作
文
教
育
の
縦
断
的
研
究

片　

岡　
　
　

実

（
受
理
日
二
〇
二
〇
年
十
月
五
日
）

広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
紀
要
「
教
育
学
研
究
」第
一
号　

二
〇
二
〇　

三
四
三

－

三
五
二

一
、
大
村
は
ま
作
文
教
育
の
実
践
に
関
す
る
先
行
研
究
と
問
題
の
所

在

　

大
村
は
ま
（
以
下　

大
村
）
の
書
く
こ
と
の
教
育
に
つ
い
て
中
山
（
二
〇
〇
九
）
は
、

「
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
、
長
野
県
諏
訪
高
等
女
学
校
（
以
下　

諏
訪
高
女
）
に
赴
任
し

て
以
来
、
書
く
こ
と
の
指
導
を
中
核
に
し
て
、
学
習
者
に
自
己
を
見
つ
め
さ
せ
、
生
き
方
を

考
え
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
伸
ば
し
て
き
た （
一
五
九
頁
）」
と
述
べ
、
大
村
が
書
く
こ

と
の
指
導
を
中
心
に
実
践
を
行
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
大
村
の
戦
前
、
諏
訪
高
女
時

代
の
書
く
こ
と
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
は
、
片
岡
（
二
〇
一
八
）
を
参
照
の
こ
と
）。

　

ま
た
、
戦
後
の
大
村
が
精
力
的
に
展
開
し
た
単
元
学
習
に
お
け
る
作
文
教
育
に
つ
い
て
安

居
（
二
〇
一
二
）
は
、「『
作
文
の
基
礎
力
を
養
う
た
め
の
学
習
』一
覧
表
」（
以
下　

一
覧
表
）

（
昭
和
三
十
四
年
・
十
一
月
発
表
『
中
学
作
文
』（
昭
和
三
十
六
年
・
十
一
月
筑
摩
書
房
）・（
大

村
一
九
八
三
ａ
所
収
）
は
、
作
文
の
基
礎
能
力
分
析
と
そ
の
能
力
を
育
て
る
た
め
の
学
習
指

導
方
法
の
研
究
で
、
大
村
は
ま
個
体
史
の
中
で
は
書
く
こ
と
の
学
習
指
導
の
集
大
成
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
（
二
頁
）。」と
述
べ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
大
村
の
作
文
教
育
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
一
単
元
の
指
導
方
法
や
『
大
村

は
ま
国
語
教
室
』
に
掲
載
さ
れ
た
大
村
の
指
導
を
吟
味
し
、
そ
の
価
値
や
成
果
を
検
証
し
た

研
究
が
多
く
、
書
く
こ
と
の
指
導
や
評
価
の
変
遷
を
辿
る
「
縦
断
的
研
究
」
は
管
見
の
限
り

存
在
し
な
い
。

　

先
行
研
究
に
は
、
鈴
木
（
二
〇
〇
五
）、
渡
口
（
二
〇
〇
六
）、
村
井
（
二
〇
〇
七
）、
米

田
（
二
〇
〇
八
）、
坂
東
（
二
〇
〇
九
）、
今
井
（
二
〇
一
一
）、
池
田
（
二
〇
一
二
）、
安
居

（
二
〇
一
四
）、
藤
井
（
二
〇
一
四
）、
新
妻
（
二
〇
一
七
）、
片
岡
（
二
〇
一
九
）
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
論
文
は
、
一
単
元
ま
た
は
大
村
執
筆
に
よ
る
論
文
を
指
導
観
や
指
導
意
義
に
つ
い

て
分
析
し
た
も
の
で
、
大
村
の
戦
後
作
文
教
育
実
践
や
教
育
観
の
変
遷
、
一
貫
性
を
通
史
的

に
捉
え
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
米
田
（
二
〇
〇
九
）
は
大
村
の
指
導
し
た
一
人
の
生
徒

の
成
長
を
追
跡
し
、
書
く
こ
と
の
指
導
と
関
連
づ
け
た
上
で
、
そ
の
成
果
と
価
値
を
高
く
批

評
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
大
村
の
作
文
指
導
を
縦
断
的
に
捉
え
た
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
他
、
大
村
が
作
成
し
た
作
文
指
導
の
た
め
の
学
習
材
で
あ
る
一
覧
表
の
形
成
過
程
を

扱
っ
た
安
居
の
研
究
（
二
〇
一
四
）
が
あ
る
が
、大
村
に
よ
る
作
文
指
導
の
具
体
を
概
観
し
、

大
村
の
述
べ
た
こ
と
ば
等
か
ら
一
覧
表
が
作
成
さ
れ
た
経
緯
と
集
大
成
に
位
置
付
く
か
と
い

う
こ
と
を
分
析
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
教
師
で
あ
っ
た
大
村
の
実
践
を
単
元
レ
ベ
ル
で
分
析
す
る
研
究
は
充
実
し
て

い
る
が
、
縦
断
的
研
究
が
な
い
こ
と
で
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
指
導
を
大
村
が
行
っ
た
の
か
と

い
う
実
践
の
背
景
が
見
逃
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
大
村
の
指
導
が
研
究
者
か
ら
高
い

評
価
を
得
る
こ
と
で
、
誰
も
が
で
き
る
指
導
で
は
な
い
と
教
師
か
ら
見
な
さ
れ
、
研
究
成
果

が
学
校
現
場
で
活
か
さ
れ
な
い
と
い
う
問
題
を
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　

教
育
政
策
の
変
遷
や
私
的
教
育
団
体
に
よ
る
論
争
の
中
で
、
戦
後
、
新
制
中
学
に
異
動
し

た
大
村
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
書
く
こ
と
の
指
導
を
中
核
に
職
務
を
全
う
し
て
き
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
本
研
究
は
、
大
村
の
作
文
指
導
を
縦
断
的
に
見
て
い
く
こ
と
で
、
大
村
の
書
く
こ

と
の
指
導
に
関
す
る
時
期
的
変
化
と
大
村
が
辿
っ
た
各
時
期
の
作
文
指
導
に
お
け
る
特
徴
を
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見
取
る
も
の
で
あ
る
。

　
二
、
研
究
の
目
的
と
方
法

　

本
研
究
で
は
、
書
く
こ
と
の
指
導
を
重
視
し
た
戦
後
大
村
の
作
文
教
育
の
変
遷
に
着
目
し
、

大
村
が
辿
っ
た
各
時
期
の
作
文
指
導
に
お
け
る
特
徴
を
分
析
、考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

大
村
は
新
制
中
学
校
に
異
動
後
、
一
九
五
〇
年
〜
一
九
八
三
年
に
「
書
く
こ
と
」
に
関
す

る
論
文
を
管
見
に
よ
れ
ば
二
七
本
を
執
筆
し
て
い
る
。（「『
大
村
は
ま
国
語
教
室
』」
所
収
の

文
献
を
表
一
に
示
す
。）
そ
れ
ら
を
考
察
対
象
と
し
、
大
村
が
指
導
し
た
生
徒
の
視
点
も
加

え
る
た
め
、
鳴
門
教
育
大
学
附
属
図
書
館
大
村
は
ま
文
庫
に
保
存
さ
れ
る
学
習
記
録
（
以
下

　

学
習
記
録
）
も
考
察
の
対
象
に
加
え
た
。
分
析
の
た
め
に
は
以
下
の
六
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
大
村
の
指
導
を
分
類
し
、
指
導
と
評
価
の
傾
向
を
探
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
設
定
に
は
大
内

（
一
九
八
四
）
を
参
考
と
し
た
。　

表１．「『大村はま国語教室』」所収文献一覧
　

大
内
（
一
九
八
四
）
に
よ
れ
ば
戦
後
、「「
作
文
の
会
」で
は
、「「
書
け
な
い
子
の
作
文
指
導
」

に
関
心
が
向
け
ら
れ
、「
メ
モ
」「
取
材
」「
構
想
」「
推
考
」
な
ど
の
文
章
制
作
過
程
の
指
導

の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
（
二
六
八
頁
）」た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
三
十
三
年
版
学

習
指
導
要
領
の
目
標
と
内
容
の
傾
向
を
、「
全
体
と
し
て
み
る
と
、「
取
材
」「
構
想
」「
記
述
」

「
推
考
」と
い
っ
た
文
章
表
現
各
過
程
を
踏
ま
え
て
、
指
導
内
容
の
系
統
性
が
配
慮
さ
れ
て
い

る
（
三
二
五
頁
）」と
述
べ
て
い
る
。

　

な
お
、
大
村
が
所
属
し
た
「
作
文
の
会
」
は
、
昭
和
三
十
三
年
版
学
習
指
導
要
領
（
以
下

　

指
導
要
領
）
に
よ
る
指
導
を
推
進
し
て
い
た
た
め
、
論
文
分
析
の
観
点
に
は
大
内
が
把
握

し
た
指
導
要
領
の
傾
向
で
あ
る
「
取
材
」「
構
想
」「
記
述
」「
推
考
」の
四
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設

定
し
た
。
四
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
指
導
要
領
に
は
、「
取
材
」の
内
容
と
し
て
「
態
度
的
な

内
容
と
身
の
回
り
の
出
来
事
を
適
宜
取
り
上
げ
て
文
章
を
書
く
」
こ
と
が
、「
構
想
」
の
内
容

と
し
て
「
段
落
を
意
識
し
て
、
事
実
と
意
見
を
区
別
す
る
こ
と
や
、
論
旨
を
い
く
つ
か
の
論

点
に
分
け
適
切
な
構
成
に
よ
っ
て
書
く
」こ
と
が
、「
記
述
」の
内
容
と
し
て
「
感
想
や
感
動
、

要
旨
や
要
点
を
明
確
に
記
述
す
る
」
こ
と
が
、「
推
考
」
の
内
容
と
し
て
「
文
脈
に
即
し
て
語

句
を
選
び
、
こ
と
ば
の
効
果
を
考
え
て
使
い
方
を
く
ふ
う
し
て
」
書
く
こ
と
が
、
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

な
お
、
大
内
（
一
九
八
四
）
の
述
べ
た
「
推
考
」と
は
、
中
洌 （
一
九
七
五
）
の
言
う
「
一

こ
と
ば
を
見
つ
め
る　

生
活
を
見
つ
め
る　

二　

理
を
情
に
よ
っ
て
さ
さ
え
、
洗
練
し
、
情

を
理
に
よ
っ
て
き
た
え
、
つ
ら
ぬ
く　

三　

時
代
の
文
章
の
流
動
発
展
を
注
視
す
る
（
五
六

頁
）」
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
推
考
」
の
内
実
は
後
で
見
る
が
、
大
村
の
作
文
教
育
に
よ
く
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
四
つ
の
他
、「
①
発
想
」
と
「
⑥
評
価
」
を
加
え
た
。
こ
れ
は
大
村
（
一
九
八
三
ｂ
）

が
戦
前
期
の
諏
訪
高
女
に
お
い
て
、「
芦
田
恵
之
助
や
川
島
治
子
の
指
導
を
真
似
た
（
一
六
〇

頁
）」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
芦
田
が
行
っ
た
題
材
を
想
起
す
る
指
導
を
「
①
発
想
」
と

位
置
づ
け
、
川
島
が
行
っ
た
生
徒
の
作
文
に
教
師
の
視
点
で
コ
メ
ン
ト
を
朱
書
き
す
る
指
導

を
「
⑥
評
価
」と
位
置
づ
け
た
。
以
上
六
カ
テ
ゴ
リ
ー
、「
①
発
想
」、「
②
取
材
」、「
③
構
想
」、

「
④
記
述
」、「
⑤
推
考
」、「
⑥
評
価
」を
指
導
分
析
の
視
点
と
し
て
設
定
し
た
。

　

分
析
の
方
法
は
、大
村
が
重
点
的
に
指
導
し
た
表
現
過
程
を
ま
ず
読
み
取
る
。
そ
の
上
で
、

指
導
内
容
の
変
化
を
見
取
り
、
大
村
の
作
文
教
育
に
関
す
る
変
遷
や
時
期
の
特
徴
を
明
ら
か

に
す
る
。
さ
ら
に
安
居
の
指
摘
に
あ
る
、
大
村
が
文
海
中
学
時
代
に
作
成
し
た
一
覧
表
と
中

学
作
文
が
大
村
の
作
文
教
育
の
「
集
大
成
」と
言
い
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
言
及
す
る
。

　
三
、
勤
務
校
ご
と
の
作
文
教
育
の
変
化

①
深
川
第
一
中
学
（
以
下
「
深
川
一
中
」）
の
実
践

　

大
村
は
戦
後
間
も
な
く
深
川
一
中
（
一
九
四
七
年
五
月
〜
一
九
四
八
年
一
二
月
）
に
異
動

す
る
。
大
村
（
一
九
八
三
ｂ
）
に
よ
れ
ば
、
深
川
一
中
で
重
点
的
に
指
導
し
た
二
十
七
項
目

（
一
六
〜
三
五
頁
）
が
生
徒
Ⓐ
の
学
習
記
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
作
文
教
育
に
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関
す
る
指
導
の
項
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
尚
、
資
料
に
は
論
者
が
考
察
の
た
め
傍
線
を
引

き
記
号
を
付
し
た
。

六　

町
の
掲
示
板
「
探
し
た
資
料
」
で
、
そ
の
文
章
の
直
し
を
試
み
て
い
る
。
㋐
江
東
区
役

所
の
掲
示
な
ど
が
取
り
上
げ
て
あ
る
。

七　

広
告
文　
　

◇
学
習
の
資
料
と
学
習
の
あ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
鉛
筆
の
㋑
広
告

文
に
つ
い
て
（
授
業
の
話
し
合
い
で
出
た
意
見
の
メ
モ
）

八　

ラ
ジ
オ
の
講
演
や
新
聞
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
を
書
き
取
る

九　
㋒
日
本
文
化
建
設
と
こ
と
ば　

作
文　
　

十　

文
化
日
本
建
設
と
こ
と
ば
の
項
目

十
一　

理
科
で
習
っ
た
こ
と
の
一
つ
を
え
ら
び
、
年
下
の
者
に
話
し
て
み
る
。

十
二　
㋓
こ
と
ば
の
意
味
と
活
用　

十
三　

こ
と
ば
の
意
味

四　
㋔
や
さ
し
い
こ
と
ば
の
「
や
さ
し
い
」の
意
味　

十
五　
㋕
短
文
を
作
る　

十
六　

文
に
書
い
て
初
め
て
わ
か
る
字　

十
七　
㋖
や
さ
し
い
こ
と
ば
を
使
う
こ
と
に
反

対
す
る
人
へ
手
紙
文
で
ち
が
う
こ
と
を
説
明
す
る
。（
昭
和
二
十
三
年
六
月
五
日
始
、

昭
和
二
十
三
年
七
月
十
八
日
終
）
の
奥
付
が
あ
る
。

　

傍
線
部
㋐
・
㋑
・
㋒
で
は
、
筆
者
の
「
①
発
想
」
の
仕
方
を
大
村
は
把
握
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
読
む
こ
と
の
学
習
を
通
じ
、
思
い
を
生
む
指
導
を
深
川
一
中
で
は
作
文
指
導
の
初

期
に
位
置
付
け
て
い
る
。
作
者
の
「
①
発
想
」は
、
意
思
伝
達
の
出
来
不
出
来
と
結
び
付
く
。

そ
の
た
め
傍
線
部
㋑
の
学
習
で
は
作
者
の
思
い
が
読
者
に
ど
う
伝
わ
る
か
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
い
、
意
見
を
メ
モ
に
ま
と
め
る
。
こ
の
時
生
徒
の
目
は
、
自
然
と
「
④
記
述
」へ
向
か
う
。

そ
の
際
に
大
村
は
、
事
柄
の
順
序
や
こ
と
ば
の
選
択
を
い
か
に
し
て
「
④
記
述
」
す
る
か
、

ま
た
傍
線
部
㋓
の
よ
う
に
語
彙
や
意
味
に
注
目
す
る
「
⑤
推
考
」も
併
せ
て
指
導
し
て
い
る
。

　

な
お
、傍
線
部
㋔
に
つ
い
て
大
村
（
一
九
八
二
）
は
、国
定
教
科
書
の
「
二
年
生
用
の
（
一
）

の
第
二
課
に
こ
の
「
や
さ
し
い
こ
と
ば
で
」
と
い
う
教
材
が
あ
っ
た
（
一
〇
頁
）。」
と
述
べ

て
い
る
。

　
「
や
さ
し
い
こ
と
ば
で
」
の
指
導
に
つ
い
て
苅
谷
（
二
〇
一
〇
）
は
、「
平
易
な
こ
と
ば
で

書
か
れ
た
教
材
だ
か
ら
、
子
ど
も
が
読
め
な
い
、
と
い
う
心
配
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
を
読
め
た
、わ
か
っ
た
、と
思
っ
て
も
、本
当
に
は
呑
み
込
め
ず
、表
面
だ
け
の
理
解
に
な
っ

て
し
ま
う
危
険
が
目
に
見
え
て
い
る
、
と
は
ま
は
思
っ
た
。（
論
者
中
略
）
子
ど
も
向
け
の

雑
誌
「
虹
」の
裏
表
紙
に
、鉛
筆
の
広
告
ば
か
り
が
四
社
分
、四
角
く
並
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

正
方
形
が
き
ち
ん
と
並
ん
だ
そ
の
紙
面
は
、
比
べ
て
ご
覧
、
と
ば
か
り
に
見
え
、
子
ど
も
に

な
じ
み
深
い
鉛
筆
と
い
う
製
品
を
巡
っ
て
、
四
つ
の
会
社
が
ま
っ
た
く
違
っ
た
ふ
う
に
宣
伝

し
て
い
た
。（
論
者
中
略
）
こ
れ
だ
！
「
や
さ
し
い
こ
と
ば
で
」と
い
う
文
章
が
言
お
う
と
し

て
い
る
こ
と
の
実
に
格
好
な
材
料
が
こ
こ
に
あ
る
！
（
三
一
四
〜
三
一
五
頁
）。」
と
大
村
の

考
え
を
述
べ
て
い
る
。　

　

こ
の
よ
う
に
大
村
は
、生
徒
の
生
活
の
中
に
あ
る
「
①
発
想
」を
活
か
し
、文
を
「
④
記
述
」

す
る
こ
と
を
通
じ
、書
か
れ
た
文
章
や
生
徒
が
書
い
た
文
章
を
「
⑤
推
考
」す
る
こ
と
を
行
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
学
習
を
行
っ
た
生
徒
の
学
習
記
録
（
一
九
四
八
年
二
三
番
）
に
は
次
の
よ
う
な
感
想

が
あ
る
。

　

二
、
や
さ
し
い
こ
と
ば
で
の
感
想

　

ま
ず
初
め
は
友
だ
ち
同
志
は
も
ち
ろ
ん
、
近
所
の
人
た
ち
と
話
す
時
は
、
で
き
る
だ
け

や
さ
し
い
こ
と
ば
で
話
し
、
自
分
ば
か
り
が
わ
か
っ
て
も
相
手
の
人
が
わ
か
ら
な
い
よ
う

な
話
し
方
で
は
相
手
が
わ
か
ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
相
手
の
人
の
感
情
を
害
し
て
仲
が
わ

る
く
な
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
や
さ
し
い
こ
と
ば
で
は
っ
き
り
と
相
手
の
人
に
話
す
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。（
論
者
後
略
）　　
　

六
月
十
一
日　
　
　
　
　

二
年
Ｂ
組　

生
徒　

Ⓐ

　

生
徒
Ⓐ
が
感
想
に
、「
や
さ
し
い
こ
と
ば
で
は
っ
き
り
と
相
手
の
人
に
話
す
こ
と
が
大
切
。」

と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
論
者
は
、大
村
が
意
図
し
た
学
習
目
標
が
達
成
さ
れ
た
と
推
測
し
た
。

　

傍
線
部
㋕
・
㋖
で
は
、
㋐
〜
㋔
の
学
習
で
培
っ
た
力
を
活
用
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
学
習

の
様
子
に
つ
い
て
大
村
（
一
九
八
二
）
は
、「
荒
れ
て
い
た
。
席
に
つ
け
て
お
く
だ
け
で
も

容
易
で
な
い
（
中
略
）
子
ど
も
た
ち
が
（
中
略
）
静
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
四
〇
頁
）。」
と
当

時
を
回
想
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
生
徒
の
「
⑤
推
考
」の
姿
が
見
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
深
川
一
中
で
の
作
文
教
育
に
は
、「
①
発
想
」、「
④
記
述
」、「
⑤
推
考
」と

い
う
学
習
が
中
心
に
見
ら
れ
る
。

②
目
黒
第
八
中
学
（
以
下
「
目
黒
八
中
」）
の
実
践

　

大
村
は
そ
の
後
、
目
黒
八
中
（
一
九
四
九
年
一
月
〜
一
九
五
二
年
七
月
）
に
異
動
す
る
。

目
黒
八
中
に
お
け
る
実
践
に
つ
い
て
大
村
（
一
九
五
二
）
は
、「
中
学
校
の
作
文
指
導
」（
初

出
は
『
生
活
綴
方
と
作
文
教
育
』金
子
書
房
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

中
学
校
で
作
文
指
導
に
あ
た
り
な
が
ら
第
一
に
願
っ
て
い
る
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
点

で
優
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
生
徒
も
、
そ
う
で
な
い
生
徒
も
、（
論
者
中
略
）
㋗
ま
ず

書
く
機
会
│
大
き
な
、
い
わ
ゆ
る
作
品
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
な
い
、
㋘
小
さ
い
書
く
場

面
を
、
広
く
細
か
く
取
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
。（
論
者
中
略
）
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こ
の
中
で
、
三
の
部
分
だ
け
を
取
り
あ
げ
て
、
作
文
の
場
面
を
考
え
て
み
た
い
。

　

一
、
話
し
あ
い
の
グ
ル
ー
プ
（
３
）
で
反
省
を
ま
と
め
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
、

そ
の
反
省
を
㋙（
イ
）
欠
席
の
友
だ
ち
へ
の
短
い
た
よ
り
の
形
で
書
く
。（
ロ
）
同
じ
グ
ル
ー

プ
の
友
だ
ち
と
鉛
筆
対
談
を
す
る
。（
ハ
）
学
校
新
聞
の
「
教
室
だ
よ
り
」
の
原
稿
と
し
て

書
く
。（
ニ
）
日
記
と
し
て
書
く
、
な
ど
、
十
分
間
を
書
き
つ
づ
け
る
。

　

二
、
記
録
の
グ
ル
ー
プ
（
２
）
で
㋚
話
し
あ
い
を
書
き
取
る
。（
論
者
中
略
）

　

三
、
批
評
の
グ
ル
ー
プ
話
し
あ
い
の
あ
と
で
、
㋛
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
評
価
表
を
つ
け
、

意
見
を
ま
と
め
て
発
表
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
同
じ
材
料
を
使
っ
て
次
の
二
つ
の
文
を

書
か
せ
た
。
一
つ
は
、
め
い
め
い
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
、
教
師
へ
の
報
告
書
、
一
つ
は
、

批
評
の
対
象
で
あ
っ
た
。
話
し
あ
い
の
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
り
ひ
と
り
に
あ
て
て
の
、
批
評

を
内
容
と
し
た
手
紙
で
あ
る
。
同
じ
材
料
で
あ
る
が
、
㋜
明
瞭
に
確
実
に
、
真
実
を
そ
の

ま
ま
伝
え
る
報
告
書
と
、
あ
い
て
の
友
、
そ
の
個
人
を
よ
く
つ
か
み
、
長
所
を
ほ
め
る
に

も
短
所
を
指
摘
す
る
に
も
く
ふ
う
し
、
あ
た
た
か
く
情
味
深
く
、
し
か
し
真
剣
に
育
て
あ

う
気
持
を
こ
め
た
こ
の
手
紙
の
場
合
と
で
、
そ
こ
に
大
き
な
差
の
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り

理
解
さ
せ
ら
れ
る
。（
一
四
一
〜
一
四
三
頁
）

　

傍
線
部
㋗
・
㋘
か
ら
当
時
大
村
（
一
九
五
二
）
が
担
当
し
た
生
徒
は
、
書
く
こ
と
に
対
す

る
苦
手
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
生
活
の
中
で
「
特
別
な
意
識
を
も
た
ず

に
（
一
四
一
頁
）」
自
由
な
表
現
を
重
視
し
、「
①
発
想
」
を
豊
か
に
す
る
経
験
が
で
き
る
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
書
き
方
や
形
式
に
も
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
傍
線
部
㋙
・
㋚
の
よ
う
に
、
様
々
な

形
態
の
文
章
を
書
い
た
り
、
話
し
合
い
の
中
で
出
た
意
見
を
書
い
た
り
、
鉛
筆
を
使
っ
て
筆

談
を
さ
せ
た
り
す
る
等
、
話
し
言
葉
か
ら
書
き
言
葉
へ
移
行
さ
せ
る
こ
と
で
思
い
を
生
み
出

し
、
文
を
記
述
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
①
発
想
」、「
④
記
述
」の
指
導
を
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
傍
線
部
㋛
に
お
い
て
は
「
評
価
表
を
つ
け
」
と
い
う
こ
と
ば
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
作
文
を
「
⑥
評
価
」
す
る
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
が
ち
に
な
る
。
し

か
し
、
大
村
（
一
九
五
二
）
は
、
批
評
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
話
し
合
い
の
後
、「
意

見
を
ま
と
め
て
発
表
す
る
の
で
あ
る
が
、
同
じ
材
料
を
使
っ
て
次
の
二
つ
の
文
を
書
か
せ

（
一
四
三
頁
）」
る
。
こ
こ
で
課
題
と
し
て
大
村
が
挙
げ
た
「
批
評
を
内
容
と
す
る
手
紙
」
の

批
評
と
は
、
先
の
「
推
考
」
の
「
一
」
に
該
当
す
る
。
大
村
は
傍
線
部
㋜
の
学
習
を
通
じ
、

生
徒
に
自
ら
の
生
活
や
書
い
た
文
章
、
学
校
の
様
子
な
ど
を
見
つ
め
直
す
た
め
「
⑤
推
考
」

の
指
導
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

目
黒
八
中
に
お
け
る
作
文
教
育
の
特
徴
は
、
人
格
を
育
て
る
こ
と
を
意
識
し
、
話
し
合
い

の
場
と
書
く
こ
と
の
場
を
連
動
さ
せ
、
最
終
的
に
「
⑤
推
考
」に
向
か
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
目
黒
八
中
に
お
け
る
作
文
教
育
に
は
、「
①
発
想
」、「
④
記
述
」、「
⑤
推
考
」

の
学
習
が
多
く
見
ら
れ
る
。

③
紅
葉
川
中
学
の
実
践

　

そ
の
後
大
村
は
紅
葉
川
中
学
（
以
下
「
紅
葉
川
中
」）（
一
九
五
二
年
九
月
〜
一
九
五
六
年

三
月
）
に
異
動
す
る
。
そ
の
際
、
意
見
文
や
お
話
の
文
の
書
き
方
を
学
ば
せ
る
た
め
に
手
紙

文
形
式
を
取
り
入
れ
た
指
導
を
し
て
い
る
。（
引
用
は
大
村
（
一
九
八
二
ａ
）「
中
学
校
の
作

文
指
導
」）
例
え
ば
そ
の
題
材
に
は
、
生
徒
の
日
常
生
活
や
文
芸
班
の
活
動
を
捉
え
た
事
柄
、

文
学
掲
示
板
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
等
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

学
習
記
録
（
一
九
五
五
年
八
五
番
）
か
ら
、
生
徒
の
手
紙
文
を
書
く
と
き
の
注
意
事
項
に

関
す
る
項
目
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
㋝
一
、あ
な
た
の
手
紙
は
、（
論
者
中
略
）
㋞
二
、読
み
返
し
て
み
ま
し
ょ
う
。（
論
者
中
略
）

三
、
読
み
返
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
も
う
一
度
。
四
、
で
は
、
㋟
も
う
一
度
、
順
序
を
調
べ
て
、

出
し
ま
し
ょ
う
。　
　

名
前
は
書
い
て
あ
り
ま
す
か
。（
論
者
中
略
）

㋠
五
、
最
後
に
、
こ
の
文
章
は
、
あ
な
た
の
力
い
っ
ぱ
い
の
も
の
で
す
か
。（
論
者
後
略
）

　

ま
ず
、
傍
線
部
㋝
に
お
い
て
大
村
は
、
生
徒
に
書
く
相
手
を
意
識
さ
せ
（
①
発
想
）、
相

手
に
よ
っ
て
書
き
方
を
変
え
る
指
導
を
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
、
原
稿
用
紙
の
重
ね
方
な

ど
手
紙
を
送
る
際
に
留
意
す
る
こ
と
を
教
え
、実
際
に
手
紙
を「
④
記
述
」さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

傍
線
部
㋞
の
指
導
で
は
、
一
度
書
い
た
文
章
を
読
み
返
す
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
こ
の
指

導
は
、
繰
り
返
し
読
み
返
す
こ
と
で
書
き
た
い
こ
と
が
整
っ
て
い
く
と
い
う
「
⑤
推
考
」
と

共
に
、「
①
発
想
」す
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
傍
線
部
㋟
に
お
い
て
大
村
は
、「
文
段
」に
関
す
る
指
導
を
し
て
い
る
。
こ
の
指
導
は

カ
テ
ゴ
リ
ー
「
④
記
述
」
に
関
す
る
事
柄
で
あ
る
。
一
つ
の
文
段
を
意
味
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
、
余
計
な
こ
と
を
記
述
し
な
い
よ
う
気
を
配
り
、
い
く
つ
も
の
文
段
に
同
じ
こ
と
を
書

か
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

　

ま
た
傍
線
部
㋟
に
お
い
て
大
村
は
留
意
す
る
点
（
中
略
部
分
）
を
、「
１
．
同
じ
こ
と
を

く
り
返
さ
な
い
よ
う
に
書
く
こ
と
。
２
．
読
ん
で
意
味
の
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
尋
ね
る
こ

と
。
３
．
相
手
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
る
か
尋
ね
る
こ
と
。
４
．
手
紙
を
読
ん
だ
者
が
感
じ

る
思
い
を
想
像
し
て
書
く
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
導
は
、
こ
と
ば
を
見
つ
め

直
し
た
り
、
書
く
相
手
に
対
し
情
意
を
も
っ
て
接
し
た
り
す
る
心
を
育
て
る
た
め
の
「
⑤
推
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考
」の
指
導
で
あ
る
。

　

最
後
に
傍
線
部
㋠
の
問
い
か
け
は
「
⑥
評
価
」
と
し
て
の
機
能
も
含
む
が
、
学
習
を
通
じ

て
自
己
の
心
の
あ
り
よ
う
を
見
つ
め
る
「
⑤
推
考
」に
位
置
づ
く
と
推
察
で
き
る
。

　

続
い
て
学
習
記
録
（
一
九
五
五
年
九
四
番
）
か
ら
、
話
題
を
豊
か
に
す
る
と
き
の
目
標
設

定
に
み
る
大
村
の
指
導
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ゆ
た
か
な
話
題
を
持
つ
た
め
に
大
村
が
教
え

る
こ
と
の
第
一
は
、
ゆ
た
か
な
話
題
を
も
つ
人
に
な
ろ
う
と
心
が
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

上
で
話
題
を
持
つ
た
め
の
例
を
六
点
挙
げ
て
い
る
。
例
の
中
に
示
さ
れ
た
内
容
は
、
読
書
に

関
す
る
こ
と
が
三
点
、
放
送
に
関
す
る
こ
と
が
二
点
、
話
し
合
い
活
動
に
関
す
る
こ
と
が
一

点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
外
か
ら
の
情
報
を
生
徒
が
得
て
自
己
内
で
解
釈
し
、
そ
こ
か
ら
他

者
に
向
け
て
話
す
内
容
に
換
え
る
過
程
を
通
る
。
こ
れ
ら
の
指
導
は
、
生
徒
が
自
己
を
見
つ

め
る
こ
と
で
書
く
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
学
習
と
な
り
、「
①
発
想
」
及
び
「
⑤
推
考
」
の
指

導
に
位
置
づ
く
。

　

以
上
の
よ
う
な
紅
葉
川
中
に
お
け
る
作
文
教
育
に
は
、「
①
発
想
」、「
④
記
述
」、「
⑤
推
考
」

と
い
う
学
習
が
中
心
に
見
ら
れ
る
。

④
文
海
中
学
の
実
践

　

そ
の
後
大
村
は
文
海
中
学
（
以
下　

文
海
中
）（
一
九
五
六
年
四
月
〜
一
九
六
〇
年
三
月
）

に
異
動
す
る
。
文
海
中
に
転
勤
し
て
二
年
目
か
ら
大
村
は
、
東
京
都
庁
指
導
主
事
で
あ
っ
た

倉
沢
栄
吉
の
指
導
を
受
け
、
同
僚
の
上
山
民
栄
を
含
む
四
名
で
一
覧
表
を
作
成
し
て
い
る
。

大
村
は
「
い
ろ
い
ろ
の
種
類
の
書
き
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
書
け
る
た
め
に
は
、
ど
う
い

う
能
力
が
あ
っ
た
ら
よ
い
か
。
そ
の
基
礎
能
力
を
分
析
し
て
、
ま
と
め
た
の
が
、「
作
文
の

基
礎
力
を
養
う
た
め
の
学
習
一
覧
表
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
中
学
作
文
」
は
、
そ
の

一
つ
一
つ
の
練
習
に
使
っ
た
資
料
集
で
あ
る
（
二
八
三
頁
）」（
引
用
は
大
村
（
一
九
八
三
ａ
）

に
よ
る
が
、
も
と
も
と
一
九
五
九
年
の
「
中
学
作
文
」
に
付
さ
れ
た
文
言
で
あ
る
）
と
述
べ

て
い
る
。

　

大
村
は
昭
和
三
十
二
年
か
ら
一
覧
表
と
中
学
作
文
の
作
成
に
着
手
し
、
昭
和
三
十
四
年
に

完
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
文
海
中
に
お
い
て
は
、
一
覧
表
と
中
学
作
文
が
完
成
す
る
ま

で
（
前
期
）
と
そ
れ
以
降
（
後
期
）
に
分
け
て
考
察
を
す
る
。

　

ま
ず
前
期
の
授
業
に
つ
い
て
述
べ
る
。
学
習
記
録
（
一
九
五
八
年
一
五
八
番
）
に
あ
る
図

一
、「
作
文
を
書
く
材
料
を
見
つ
め
る
図
」を
見
て
い
く
。こ
の
図
は
作
文
に
書
く
材
料
を
違
っ

た
角
度
か
ら
見
つ
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
日
頃
感
じ
て
い
る
見
方
と
は
違
う

観
点
で
生
徒
は
友
だ
ち
の
性
質
や
生
活
を
理
解
し
て
お
り
、こ
の
学
習
材
を
使
っ
た
授
業
は
、

「
①
発
想
」、「
②
取
材
」、「
⑤
推
考
」の
指
導
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
当
て
は
ま
る
。

　

こ
の
他
に
も
こ

の
時
期
は
、
文
題

集
め
に
よ
る
「
①

発
想
」、「
②
取
材
」

の
指
導
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

大
村（
二
〇
〇
四
）

は
、「
こ
の
図
は

あ
ま
り
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
考
え
て
、

納
得
ず
く
で
作
っ

た
図
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
作
っ
て
み

た
ら
、
で
き
て
み

た
ら
、
た
い
へ
ん

役
に
立
っ
た
。
何

か
こ
の
よ
う
に
し
た
ら
、書
く
こ
と
が
系
統
的
に
つ
か
ま
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

図
に
し
て
み
ま
し
た
ら
、い
い
案
配
に
書
く
こ
と
が
つ
か
ま
っ
た
。（
論
者
中
略
）も
っ
と
も
、

私
は
常
日
頃
か
ら
、
波
多
野
先
生
の
心
理
に
関
す
る
ご
意
見
や
時
実
先
生
の
脳
に
関
す
る
お

考
え
な
ど
を
本
で
読
ん
で
は
、
た
い
へ
ん
感
心
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
す
。（
論
者
中
略
）

そ
れ
が
こ
こ
ろ
の
ど
こ
か
奥
底
に
蓄
積
さ
れ
て
い
て
、
あ
る
と
き
自
分
自
身
の
国
語
の
指
導

方
法
を
考
え
て
い
る
と
き
に
自
然
に
ま
と
ま
っ
て
、
ひ
と
り
で
に
出
て
き
て
く
れ
た
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
き
っ
と
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
（
一
〇
五
頁
）。」と
述
べ
て
い
る
。

　

大
村
は
こ
の
図
で
、
書
く
こ
と
を
系
統
的
に
つ
か
ま
え
（「
①
発
想
」、「
②
取
材
」）
記
述

す
る
た
め
に
整
理
し
（
③
構
想
）、
作
文
を
書
く
た
め
に
必
要
な
生
徒
自
身
の
心
の
中
に
あ

る
こ
と
を
述
べ
る
（
④
記
述
）
た
め
の
カ
ー
ド
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
内
容
と
作
文
を
生
徒
が
比
較
す
る
こ
と
で
、
生
徒
自
身
の
思
い
を

捉
え
直
す
（「
⑤
推
考
」）
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
と
論
者
は
捉
え
た
。
そ
こ
で
こ
の
図
は
カ

テ
ゴ
リ
ー
「
①
発
想
」、「
②
取
材
」、「
③
構
想
」、「
④
記
述
」、「
⑤
推
考
」
と
関
わ
る
図
で

あ
る
と
論
者
は
解
釈
す
る
。

　

ま
た
、「
前
期
の
授
業
」の
学
習
記
録
（
一
九
五
八
年
一
五
八
番
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
作

文
の
練
習
を
促
す
指
導
も
な
さ
れ
て
い
る
。
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一
、
練
習　
　

あ
と
に
こ
と
ば
を
つ
づ
け
る
。

　
　
　

山
が　

高
い　

青
い　

山
に　

の
ぼ
る　

あ
こ
が
れ
る　

行
く
（
論
者
後
略
）

　

こ
の
練
習
は
、大
村
が
提
示
し
た
こ
と
ば
を
基
に
し
て
新
た
な
文
を
生
み
出
す
「
④
記
述
」

の
た
め
の
練
習
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
文
海
中
前
期
の
作
文
教
育
に
は
、「
①
発
想
」、「
②
取
材
」、「
④
記
述
」、「
⑤

推
考
」と
い
う
学
習
が
中
心
に
見
ら
れ
る
。

　

次
に
後
期
の
授
業
に
つ
い
て
述
べ
る
。
大
村
（
一
九
八
三
ａ
）
は
文
海
中
に
勤
務
し
て
い

た
当
時
、「
書
く
こ
と
の
力
を
、
本
当
に
養
っ
て
い
く
に
は
ど
う
い
う
指
導
を
し
た
ら
い
い

だ
ろ
う
か
（
二
八
三
頁
）。」と
思
案
し
、
一
覧
表
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

片
岡
（
二
〇
一
九
）
は
、
一
覧
表
に
対
応
さ
せ
作
成
さ
れ
た
中
学
作
文
に
掲
載
さ
れ
た

問
題
全
二
百
六
問
を
分
析
し
、
昭
和
三
十
三
年
度
版
学
習
指
導
要
領
と
の
関
連
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
る
。
中
学
作
文
と
は
、
一
覧
表
に
付
随
し
て
作
成
さ
れ
た
学
習
材
で
あ
り
、「
１

述
べ
方 

Ａ
描
写
す
る 

Ｂ
説
明
す
る 

Ｃ
議
論
す
る 
Ｄ
説
得
す
る
Ｅ
物
語
る 

Ｆ
感
動
を
表
す

２
書
き
出
し 

３
段
落 

Ａ
切
り
方 

Ｂ
関
係 

Ｃ
補
充
省
略 
Ｄ
主
題
の
出
し
方 

Ｅ
中
心
文
の
位

置 

Ｆ
結
び 

Ｇ
強
調 

４
書
き
継
ぎ 

５
材
料 

６
そ
の
他 
７
注
（
二
八
四
頁
）」の
指
導
事
項
に

従
っ
て
、
生
徒
に
必
要
な
書
く
力
を
明
示
し
た
練
習
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
①
発
想
」、

「
③
構
想
」、「
④
記
述
」の
学
習
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
え
る
。

　
「
中
学
作
文
」の
問
題
文
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

一
の
九　

物
事
の
意
味
を
、
そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
と
説
明
す
る
こ
と
。

一
の
一
二　

新
し
い
物
事
を
、
今
ま
で
に
知
っ
て
い
る
も
の
と
比
較
し
て
説
明
す
る
こ
と
。

一
の
一
九　

読
む
相
手
を
心
に
お
い
て
、
あ
る
意
見
を
強
め
る
た
め
に
、
こ
と
ば
を
直
す

こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
は
、物
事
の
意
味
を
説
明
す
る
た
め
に
文
字
化
す
る
指
導
と
な
っ
て
い
る
。

大
村
は
次
の
三
点
を
、問
題
に
対
す
る
答
え
を
記
述
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
示
し
て
い
る
。

①
問
題
と
し
て
提
示
し
た
こ
と
ば
が
意
味
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

②
既
有
の
価
値
観
と
そ
れ
に
変
わ
る
価
値
観
を
比
較
し
、
そ
の
異
同
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

③
書
く
相
手
を
心
に
お
い
て
、
そ
の
人
の
立
場
に
応
じ
た
述
べ
方
に
変
え
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
書
き
方
は
、自
他
を
理
解
し
て「
④
記
述
」す
る
た
め
の
指
導
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
図
二
に
あ
る
よ
う
に
「
題
材
↓
内
容
↓
目
的
↓
書
き
出
し
↓
構
想
↓
結
び
」
と
い

う
順
序
で
生
徒
が
個
々
に
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、こ
こ
に
は「
③

構
想
」の
指
導
も
含
ま
れ
て
い
る
。

図２．学習記録 (1960年 No.230)
（論者再構成）

　

一
方
、
大
村
（
一
九
八
三
ｃ
）
に
記
載
の
「
一
研
究
授
業
・
研
究
発
表
目
録
」に
よ
れ
ば
、

文
海
中
国
語
科
発
表
会
（
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
十
二
日
）
に
お
い
て
、
実
施
さ
れ
た
学
習

概
略
（
三
八
四
頁
）
を
確
認
す
る
と
、
中
学
作
文
を
使
っ
て
作
文
の
練
習
し
た
こ
と
は
記
述

さ
れ
て
い
た
が
、
生
徒
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
作
文
を
、
大
村
や
生
徒
同
士
が
評
価
し
た
と
い

う
記
述
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
文
海
中
後
期
に
お
け
る
作
文
教
育
に
は
、「
①
発
想
」を
起
点
に
学
習
を
始

め
た
後
、「
③
構
想
」、「
④
記
述
」と
い
う
学
習
が
中
心
に
見
ら
れ
る
。

⑤
石
川
台
中
学
の
実
践

　

大
村
最
後
の
勤
務
校
で
あ
る
石
川
台
中
（
一
九
六
〇
年
四
月
〜
一
九
八
〇
年
三
月
）
に

異
動
す
る
の
は
、
一
九
六
〇
年
の
四
月
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
学
習
記
録
（
一
九
六
〇
年

二
三
〇
番
）
か
ら
石
川
台
中
に
お
け
る
大
村
の
指
導
を
考
察
す
る
。

〇
目
次

ノ
ー
ト
の
書
き
方
の
発
表　

一
ペ
ー
ジ　

漢
字
の
読
み　

三
ペ
ー
ジ

要
点
の
ま
と
め　

七
ペ
ー
ジ　

写
真
を
見
て　

十
二
ペ
ー
ジ　

自
習　

三
ペ
ー
ジ

こ
と
ば
の
あ
と
に
続
く
こ
と
ば　

十
五
ペ
ー
ジ
作
文
「
真
鶴
」　

十
七
ペ
ー
ジ

こ
と
ば
の
練
習　
　
　
　
　
　
　

十
九
ペ
ー
ジ　
（
論
者
後
略
）

　

ま
ず
二
三
〇
番
の
目
次
に
は
、
ノ
ー
ト
の
書
き
方
や
語
句
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
基
本

的
な
事
柄
を
指
導
す
る
「
④
記
述
」
が
あ
り
、
次
に
こ
と
ば
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
大
村
が

手
本
を
示
す
「
①
発
想
」
や
「
②
取
材
」
の
指
導
が
あ
る
。
こ
の
指
導
を
経
て
か
ら
最
後
に
、
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大
村
（
一
九
六
四
）
に
あ
る
よ
う
に
、「
細
か
い
気
持
や
情
景
を
表
わ
す
こ
と
ば
が
豊
か
に

使
わ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
は
、ほ
と
ん
ど
な
い
か
（
一
七
頁
）」を
「
⑥
評
価
」し
な
が
ら
「
⑤

推
考
」を
行
う
よ
う
学
習
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
学
習
記
録
（
一
九
六
二
年
二
六
九
番
）
か
ら
石
川
台
中
に
お
け
る
作
文
指
導
を
考
察

す
る
。

〇
単
元
学
習
の
進
め
方

１
こ
と
ば
の
学
習
の
手
引　

２
㋡
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
問
題
を
考
え
る
（
場
面
を
こ
し
ら

え
て
）　

３
出
さ
れ
た
場
面
で
い
う
（
問
題
を
つ
く
っ
て
）　

４
実
習
の
中
か
ら
問
題
点
を

整
理
す
る
。　

５
㋢
問
題
点
を
研
究
す
る　

６
「
明
快
な
文
章
」
を
読
ん
で
明
快
な
文
章
を

書
く
条
件
を
調
べ
る
。　

７
㋣
明
快
な
文
章
を
書
く
。　

８
ク
ラ
ス
の
中
の
け
っ
さ
く
の

㋤
明
快
な
文
章
を
聞
い
た
り
勉
強
し
た
り
す
る
。　

９
別
グ
ル
ー
プ
を
編
制
し
て
グ
ル
ー

プ
の
人
で
㋥
明
快
な
文
章
を
発
表
し
合
っ
て
批
評
し
あ
う
。

　

学
習
記
録
（
一
九
六
二
年
二
六
九
番
）
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
石
川
台
中
の
実
践
で
あ
る

単
元
学
習
は
作
文
指
導
も
含
み
、
傍
線
部
㋡
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
で
手
引
き
を
使
い
、
生
活

上
の
問
題
を
討
論
す
る
「
①
発
想
」
の
指
導
か
ら
始
ま
る
。
次
に
、
ク
ラ
ス
又
は
グ
ル
ー
プ

で
手
引
き
に
示
さ
れ
た
文
章
の
問
題
点
を
整
理
し
、
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
問
題
を
解
決
す
る

傍
線
部
㋢
の
生
徒
主
体
に
よ
る
研
究
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
指
導
は
「
③
構
想
」
に
該
当
す
る

指
導
で
あ
る
。
そ
し
て
傍
線
部
㋣
、
明
快
な
文
章
を
「
④
記
述
」す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

傍
線
部
㋣
・
㋤
で
「
明
快
な
文
章
の
み
」
を
聞
い
た
り
、
批
評
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、

よ
り
明
快
な
文
章
の
書
き
方
を
生
徒
は
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
傍
線
部

㋥
の
指
導
は
、「
⑤
推
考
」、「
⑥
評
価
」の
た
め
の
指
導
で
あ
る
。

　

学
習
記
録
（
一
九
七
一
年
六
六
八
番
）
か
ら
一
九
六
五
年
以
降
の
石
川
台
中
に
お
け
る
大

村
の
指
導
を
考
察
す
る
。
次
に
示
す
項
目
は
、
書
き
出
し
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
生
徒
が
研

究
す
る
学
習
（
一
九
七
一
年
九
月
三
十
日
実
施
）
の
流
れ
で
あ
る
。

　
㋦
書
き
出
し
の
は
た
ら
き　

一
題
の
意
味　

二
㋧
研
究
の
実
際　

三
時
間
予
定（
論
者
省
略
）

　

傍
線
部
㋦
に
お
い
て
は
、
題
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
か
ら
学
習
を
始
め
、
書
か
れ
た
主
題
・

要
旨
を
読
み
取
る
た
め
に
文
章
を
読
む
が
、「
全
体
か
ら
、
全
体
と
の
関
連
、
書
き
出
し
で

な
け
れ
ば
果
た
せ
な
い
役
割
」
な
ど
の
視
点
を
大
村
は
示
し
て
い
る
。
こ
の
学
習
の
中
で
生

徒
は
、何
を
書
く
か
と
い
う
「
①
発
想
」を
拠
り
ど
こ
ろ
に
、材
料
を
ど
う
配
列
し
「
③
構
想
」

す
る
こ
と
が
主
題
や
要
旨
を
適
切
に
「
④
記
述
」す
る
こ
と
に
結
び
付
く
か
を
学
ん
で
い
る
。

　

学
習
記
録
（
一
九
七
一
年
六
六
八
番
）
に
は
、
こ
の
後
、
傍
線
部
㋧
に
お
い
て
研
究
す
る

学
習
を
取
り
入
れ
る
。
こ
こ
で
の
研
究
も
「
学
習
一　

題
の
意
味
」
と
同
じ
よ
う
に
「
②
取

材
」の
指
導
と
し
て
段
落
相
互
の
関
係
を
み
た
り
、
材
料
の
使
わ
れ
方
を
部
分
的
に
、
ま
た
、

全
体
的
に
み
た
り
す
る
。
つ
ま
り
、「
学
習
一　

題
の
意
味
」で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、「
学

習
二
研
究
の
実
際
」
で
は
、
多
く
の
文
章
に
触
れ
な
が
ら
、
作
文
に
必
要
な
技
能
を
生
徒
自

身
で
発
見
・
習
得
さ
せ
る
研
究
を
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

前
述
の
学
習
記
録
に
残
っ
て
い
る
指
導
に
つ
い
て
、大
村
（
一
九
七
一
）
は
、『
一
冊
の
「
言

語
生
活
を
手
が
か
り
に
」』
は
「
文
章
の
組
み
立
て
が
重
要
（
二
四
三
頁
）」
だ
と
述
べ
、「
③

構
想
」の
必
要
性
を
語
っ
て
い
る
。ま
た
、「
②
取
材
」と「
④
記
述
」に
関
す
る
指
導
で
あ
る「
何

を
書
く
か
、
取
材
と
い
う
面
と
、
こ
と
ば
を
使
っ
て
書
き
表
す
面
と
を
、
一
応
、
切
り
離
し

て
考
え
（
二
四
三
頁
）」指
導
し
て
み
て
は
ど
う
か
と
も
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
石
川
台
中
に
お
け
る
作
文
教
育
は
、「
①
発
想
」
〜
「
⑥
評
価
」
全
て
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
指
導
し
つ
つ
、
生
徒
個
々
に
対
応
す
る
よ
う
学
習
が
展
開
さ
れ
た
時
期
で
あ

り
、
構
想
表
を
用
い
た
指
導
で
あ
る
生
徒
の
経
験
に
基
づ
く
「
①
発
想
」
を
学
習
の
中
心
に

据
え
、
そ
こ
か
ら
「
②
取
材
」、「
④
記
述
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
学
習
へ
発
展
さ
せ
る
。

そ
の
際
、
相
手
の
立
場
や
能
力
に
応
じ
て
「
③
構
想
」、「
④
記
述
」、「
⑤
推
考
」
と
い
う
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
展
開
し
、
生
徒
が
書
い
た
内
容
を
自
身
で
吟
味
す
る
「
⑤
推
考
」、
大
村
に
よ

る
「
⑥
評
価
」へ
と
発
展
す
る
指
導
の
姿
が
見
ら
れ
る
。

四
、
大
村
の
作
文
教
育
の
変
遷

四
、一
、
時
期
ご
と
の
変
遷

　
「
三
、
勤
務
校
毎
の
作
文
教
育
の
変
化
」に
お
い
て
論
者
は
、
大
村
が
重
点
的
に
指
導
し
て

い
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
作
文
指
導
の
変
化
を
見
取
り
、

各
時
期
に
お
け
る
特
徴
を
考
察
す
る
。
そ
こ
で
、
表
二
「
大
村
の
作
文
教
育
に
関
す
る
新
た

な
指
導
の
時
期
区
分
」を
作
成
し
、
指
導
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
提
案
を
す
る
。

　

ま
ず
注
目
す
べ
き
点
は
、
深
川
一
中
か
ら
紅
葉
川
中
ま
で
の
期
間
、
指
導
の
重
点
事
項
が

一
貫
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
文
海
中
前
期
に
お
い
て
は
「
②
取
材
」
の
指
導
が

重
点
事
項
に
加
わ
る
。
さ
ら
に
、文
海
中
後
期
で
は「
③
構
想
」が
重
点
事
項
と
し
て
加
わ
る
。

そ
の
一
方
で
「
②
取
材
」「
⑤
推
考
」が
見
え
な
く
な
る
。
た
だ
し
、
文
海
中
の
後
期
の
指
導

期
に
は
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
だ
け
で
実
際
に
は
こ
れ
ら
も
指
導
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ

る
。
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大
村
最
後
の
勤
務
校
と
な
る
石
川
台
中
に

お
い
て
は
、
全
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
網
羅
し

た
作
文
教
育
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
安
居
（
二
〇
一
二
）
の

主
張
で
あ
る
「
一
覧
表
と
中
学
作
文
が
、
作

文
の
基
礎
能
力
分
析
と
そ
の
能
力
を
育
て
る

た
め
の
学
習
指
導
方
法
の
研
究
に
お
い
て
は
、

大
村
は
ま
個
体
史
の
中
で
は
書
く
こ
と
の
学

習
の
集
大
成
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
二

頁
）。」
と
の
見
解
は
、
文
海
中
学
後
期
に
あ

た
る
時
期
の
指
導
と
評
価
に
つ
い
て
批
評
し

た
安
居
の
こ
と
ば
で
あ
る
と
論
者
は
捉
え
た
。

　

文
海
中
前
期
ま
で
の
指
導
は
、
教
師
で
あ

る
大
村
が
評
価
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、「
⑥

評
価
」
の
主
体
は
教
師
で
は
な
く
、
生
徒
が

こ
と
ば
を
選
び
、
自
身
の
あ
り
よ
う
を
見
つ

め
る
「
⑤
推
考
」
を
基
に
し
た
大
村
に
よ
る

評
価
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
石
川
台
中
に
お
け
る
大
村
の

「
⑥
評
価
」
は
、
教
師
で
あ
る
大
村
が
指
導
し

た
内
容
で
あ
る
「
①
発
想
」、「
②
取
材
」、「
③

構
想
」、「
④
記
述
」
に
関
わ
る
事
柄
の
出
来
不
出
来
を
見
取
る
新
た
な
評
価
観
へ
と
変
わ
っ

て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
戦
後
大
村
の
作
文
教
育
に
関
す
る
新
た
な
指
導
の
時
期
区
分
を
次
の
よ

う
に
提
案
す
る
。

第
一
期
を
、
深
川
一
中
か
ら
紅
葉
川
中
に
お
け
る
一
九
四
七
年
五
月
〜
一
九
五
六
年
三
月

の
期
間

第
二
期
を
、
文
海
中
学
（
前
期
）
に
お
け
る
一
九
五
六
年
四
月
〜
一
九
五
九
年
三
月
の
期

間第
三
期
を
、
文
海
中
学
（
後
期
）
に
お
け
る
一
九
五
九
年
四
月
〜
一
九
六
〇
年
三
月
の
期

間第
四
期
を
、石
川
台
中
に
お
け
る
一
九
六
〇
年
〜
一
九
八
〇
年
三
月
の
期
間　

と
捉
え
た
。

四
、二
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
の
変
遷

　

次
に
大
村
が
重
点
的
に
指
導
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
の
変
遷
を
ま
と
め
る
。

　
「
①
発
想
」の
指
導
は
、
深
川
一
中
か
ら
紅
葉
川
中
ま
で
続
く
。
こ
の
間
に
授
業
で
用
い
る

学
習
材
は
、
大
村
が
探
し
出
し
生
徒
に
提
示
す
る
時
期
か
ら
、
学
校
生
活
や
家
庭
生
活
の
中

に
あ
る
問
題
を
生
徒
が
見
つ
け
出
す
時
期
へ
と
移
行
す
る
。
生
徒
が
発
見
し
た
問
題
は
、
生

徒
に
よ
る
書
物
を
活
か
し
た
話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
す
る
方
策
を
導
き
出
し
、
実
践
す
る

指
導
に
変
わ
る
。
こ
の
要
因
は
、
戦
後
す
ぐ
の
物
の
な
い
時
期
か
ら
、
学
習
材
と
な
る
書
物

が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
時
期
に
時
流
が
変
わ
る
こ
と
と
関
わ
る
。大
村
は
、書
物
を
使
っ

て
生
徒
の
「
①
発
想
」を
生
み
出
す
指
導
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
「
②
取
材
」の
指
導
は
、
文
海
中
前
期
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
交
付
さ
れ
た
指
導

要
領
に
記
載
さ
れ
た
書
く
こ
と
の
目
標
は
、「
三　

経
験
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
考
え

た
こ
と
を
ま
と
め
、
人
に
伝
え
る
た
め
に
、
わ
か
り
や
す
く
効
果
的
に
話
し
、
正
し
く
書
写

し
、
的
確
に
文
章
に
書
き
表
わ
す
態
度
や
技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め

大
村
は
、
経
験
し
た
こ
と
を
「
②
取
材
」し
て
書
く
指
導
に
取
り
組
む
の
で
あ
る
。

　
「
③
構
想
」の
指
導
は
、
文
海
中
後
半
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
大
村
は
、
本
当
の

書
く
た
め
の
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
文
章
を
「
③
構
想
」
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
示
唆
を
、
指
導
的
な
立
場
に
あ
る
人
物
や
研
究
者
か
ら
得
て
一
覧
表
や
中
学
作
文
の

作
成
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
学
習
材
の
作
成
を
通
し
、「
③
構
想
」の
指
導
が
加
わ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
「
④
記
述
」、「
⑤
推
考
」の
指
導
は
、
戦
後
す
ぐ
か
ら
始
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
書
く
相
手
に

応
じ
る
書
き
方
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
生
徒
が
自
己
を
深
く
見
つ
め

る
た
め
の
指
導
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
こ
に
つ
い
て
は
戦
前
の
諏
訪
高
女
に
お
け
る
大
村
の
実

践
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
（
片
岡
二
〇
一
八
）。

　
「
⑥
評
価
」の
指
導
は
、
石
川
台
中
に
お
い
て
強
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
大
村
は
、
社

会
的
通
念
と
し
て
学
習
成
果
を
評
価
す
る
こ
と
を
加
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
五
、
ま
と
め

　

戦
後
大
村
は
ま
の
作
文
教
育
の
変
遷
を
縦
断
的
に
概
観
し
、
次
の
三
点
を
明
ら
か
に
し
た

こ
と
が
本
研
究
に
お
け
る
成
果
で
あ
る
。

　

①
大
村
が
新
制
中
学
に
転
じ
て
以
来
、
退
職
す
る
ま
で
一
貫
し
て
重
点
的
に
指
導
し
た
カ
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テ
ゴ
リ
ー
は
、「
①
発
想
」、「
④
記
述
」、「
⑤
推
考
」で
あ
る
こ
と
。

　

②
戦
後
大
村
の
作
文
教
育
に
関
す
る
新
た
な
指
導
の
時
期
区
分
は
、
第
一
期
〜
第
四
期
に

区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　

③
安
居
の
い
う
一
覧
表
が
「
集
大
成
」で
あ
る
と
は
、「
文
海
中
ま
で
の
実
践
を
集
約
し
た

上
で
作
成
し
た
学
習
材
が
、
キ
ャ
リ
ア
最
後
の
充
実
し
た
学
習
材
と
な
っ
た
も
の
」
で
あ
る

と
捉
え
て
い
る
が
、
本
論
で
は
縦
断
的
研
究
を
踏
ま
え
て
、「
第
三
期
（
文
海
中
後
期
）
の

指
導
と
評
価
に
最
も
適
し
た
学
習
材
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、「
集
大
成
」
と
言
う
用
語
を

捉
え
直
し
た
こ
と
で
あ
る
。

【
引
用
参
考
文
献
】

池
田
幸
子
（
二
〇
一
二
）「
作
文
の
自
己
評
価
力
の
育
成
：
大
村
は
ま
「
先
生
へ
の
手
紙
」に

学
ぶ
」『
語
文
と
教
育
二
六
』鳴
門
教
育
大
学

今
井
理
恵
子
（
二
〇
一
一
）「
高
校
作
文
指
導
に
お
け
る
望
ま
し
い
書
き
手
の
構
想
」『
福
岡

教
育
大
学
国
語
科
研
究
論
集
（
五
二
）』

大
内
善
一
（
一
九
九
三
）『
戦
後
作
文
・
生
活
綴
り
方
教
育
論
争
』明
治
図
書
出
版

大
村
は
ま
（
一
九
六
二
）「
作
文
の
評
価
を
ど
う
す
る
か
」『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究

七
（
一
三
）』学
灯
社

大
村
は
ま
（
一
九
六
七―

一
九
六
八
）『
毎
日
中
学
生
新
聞
』「
み
ん
な
の
文
章
読
本
」

大
村
は
ま
（
一
九
七
一
）「『
綴
方
十
二
ケ
月
』
に
学
ぶ
」（
引
用
は
吉
田
拡
編
『
綴
方
十
二
ヶ

月
の
意
義
と
価
値
』文
化
評
論
出
版
）

大
村
は
ま
（
一
九
八
二
）「
単
元
学
習
の
生
成
」（
引
用
は
『
国
語
教
室　

第
一
巻
』筑
摩
書
房

（
書
き
下
ろ
し
）

大
村
は
ま
（
一
九
八
三
ａ
）『
大
村
は
ま
国
語
教
室　

第
五
巻
』筑
摩
書
房

大
村
は
ま
（
一
九
八
三
ｂ
）『
大
村
は
ま
国
語
教
室　

第
六
巻
』筑
摩
書
房

大
村
は
ま
（
一
九
八
三
ｃ
）『
大
村
は
ま
国
語
教
室　

別
巻
』筑
摩
書
房

大
村
は
ま
・
波
多
野
完
治
（
二
〇
〇
四
）『
二
二
年
目
の
返
信
』小
学
館

片
岡
実
（
二
〇
一
八
）「
大
村
は
ま
諏
訪
高
女
時
代
に
お
け
る
綴
り
方
コ
メ
ン
ト
の
分
析
〜

綴
り
方
の
基
底
に
あ
る
こ
と
ば
の
意
識
〜
」『
国
語
教
育
思
想
研
究
16
』国
語
教
育
思
想
研

究
会

片
岡
実（
二
〇
一
九
）「
大
村
は
ま
作
文
教
育
の
研
究「
作
文
の
基
礎
力
を
養
う
た
め
の
学
習
」

一
覧
表
の
考
察
」『
国
語
教
育
思
想
研
究
19
』国
語
教
育
思
想
研
究
会

苅
谷
夏
子
（
二
〇
一
〇
）『
評
伝　

大
村
は
ま　

こ
と
ば
を
育
て　

人
を
育
て
』小
学
館

昭
和
三
十
三
年
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
抄
）（
昭
和
三
十
三
年
十

月
一
日
文
部
省
告
示
第
八
十
一
号
）
一
〇
月
一
日
告
示

鈴
木
潤
三
（
二
〇
〇
五
）「
中
学
校
創
作
作
文
指
導
の
考
察
ー
大
村
は
ま
氏
の
単
元
学
習
「
楽

し
く
作
る
『
白
銀
の
馬
』
を
中
心
に
」」『
沖
縄
国
際
大
学
語
文
と
教
育
の
研
究
（
六
）』
沖

縄
国
際
大
学
国
語
教
育
研
究
室

新
妻
千
紘
、
薄
井
俊
二
、
本
橋
幸
康
、
池
上
尚
、
田
口
雄
大
（
二
〇
一
七
）「
大
村
は
ま
単

元
学
習
に
お
け
る
評
価
の
あ
り
方
：
二
つ
の
評
価
概
念
を
手
が
か
り
に
」『
埼
玉
大
学
国

語
教
育
論
叢
（
二
〇
））』埼
玉
大
学
国
語
教
育
学
会

坂
東
智
子
（
二
〇
〇
九
）「
大
村
は
ま
の
単
元
学
習
「
古
典
入
門
」（
昭
和
二
五
）
と
学
習
指

導
要
領
」教
育
学
研
究
紀
要
五
五
（
二
）、
四
四
四
〜
四
四
九
頁

藤
井
永
久
子
（
二
〇
一
四
）「
大
村
は
ま
氏
の
「
書
く
こ
と
（
作
文
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」の

考
察
」九
州
国
語
教
育
学
会
紀
要
（
三
） 

九
州
国
語
教
育
学
会

村
井
万
里
子
（
二
〇
〇
七
）「
大
村
は
ま
作
文
指
導
実
践
の
考
察
『
や
さ
し
い
文
章
教
室
』を

中
心
に
」全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
発
表
要
旨
集 

一
一
三

中
山
厚
子
（
二
〇
〇
九
）「
大
村
は
ま
の
書
く
こ
と
の
指
導
：「
個
人
文
集―

の
本
」
を
中
心

に―

『
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
発
表
要
旨
集
』一
一
七

中
洌
正
堯
（
一
九
七
五
）「
作
文
指
導
に
お
け
る
推
考
の
基
礎
的
研
究
：
文
章
表
現
法
研
究

具
現
の
一
実
践
例
を
対
象
に
」『
国
語
教
育
研
究
』（
二
一
）、
五
五
〜
六
九

安
居
總
子
（
二
〇
一
〇
）「
大
村
は
ま
の
教
育
実
践
の
継
承
の
た
め
に
・
・
・
二　

学
習
基

礎
力
と
し
て
の
「
書
く
」
の
鍛
え
方
」『
岐
阜
国
語
教
育
研
究
（
八
）』
日
本
国
語
教
育
学

会
岐
阜
県
支
部

安
居
總
子
（
二
〇
一
二
）「
大
村
は
ま
の
教
育
実
践
の
継
承
の
た
め
に
（
４
）
大
村
は
ま
の

「
書
く
こ
と
」
の
学
習
指
導
」『
岐
阜
国
語
教
育
研
究
（
10
）』
日
本
国
語
教
育
学
会
岐
阜
県

支
部

安
居
總
子
（
二
〇
一
四
）「
大
村
は
ま
と
「
書
く
」」『
岐
阜
国
語
教
育
研
究
（
一
二
）』
日
本

国
語
教
育
学
会
岐
阜
県
支
部

米
田
直
紀
（
二
〇
〇
八
）「
大
村
は
ま
国
語
教
室
に
お
け
る
「
書
く
こ
と
」
指
導
の
研
究

「
学
習
記
録
」
を
中
心
に
」『
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
発
表
要
旨
集
一
一
五
、一
三
三
〜

一
三
六
』

渡
口
紀
美
枝
（
二
〇
〇
六
）「
大
村
は
ま
氏
の
「
書
く
こ
と
」の
教
育
に
関
す
る
考
察―

「
個

人
文
集
」
の
指
導
を
中
心
に
」『
沖
縄
国
際
大
学
語
文
と
教
育
の
研
究
（
七
）』
沖
縄
国
際

大
学
国
語
教
育
研
究
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Longitudinal Study of Post-war Omura Hama Composition Education

Minoru Kataoka

Abstract : In this study, Omura reviewed the changes in ma’s composition education after 
the war, and clarifi ed the following three points. (1) Since Omura moved to a new junior high 
school, the categories that he has consistently focused on until he retires are “(1) ideas,” “(4) 
descriptions,” and “(5) suggestions.” (2) The period classification of new guidance on essay 
education in postwar Omura may be divided into the fi rst to fourth periods. (3) The fact that 
Yasui’s list is “the culmination” is that “the learning material created after aggregating the 
practices up to Bunkai is what became the last fulfi lling learning material of the career”, but 
in this paper, based on longitudinal research, the term “culmination” was corrected so that it is 
“the most suitable learning material for the guidance and evaluation of the third term (the late 
Bunkai).”

Key words:  Omura Hama, compositione education, 
view of education and transition of teaching method

キーワード： 大村はま，作文教育，教育観と指導方法の変遷


